
陳蓋謨『元音統韻』をめぐって

ー『皇極統韻』との比較を中心にー

浦 山 あゆみ

緒 言

『四庫全書存目叢書』経部小学類には陳蓋謨の著作が二部収められている。

『皇極図韻』一巻と『元音統韻』二十ハ巻である。陳藍謨,字は献可または 

益謙,号は礪庵または澄真子,嘉興府秀水県橋李(現在の浙江省嘉興市)の 

人であり,先行研究によれば,生年はおおよそ明・万曆二十三(1595)年〜 

二十ハ(1600)年頃,卒年は清・康熙二十四(1685)年〜三一 (1695)年頃 

と推定される。著書には『皇極図韻』『元音統韻』に加えて『度測』三卷・

『開平方説』一卷・『度算解』一卷・『象林』一巻・『磧庵集』一巻のほか,

『楽律希声』『孝経疏伝』『易伝』『祥異編年』『参同契注』『洞嘰式象』等が 

あ^。

陳氏の書は,近年,注目を集めている。音韻に関する書についてだけを取 

り上げても,髯忌浮氏・王松木氏・馮錦栄氏らは各々の視点から考究し,若 

手研究者たちも論文テーマとし研究を進めている。こうした趨勢をうけて，

(1) 陳薑謨の生卒年について，王松木2013は1595-1685，^忌浮2009は1598 ？-1679 ？,馮錦栄 

2007は1600 ？-1692 ?と推定する。

(2) 『度測』『開平方説』『度算解』は『続修四庫全書』子部天文算法類(第1044冊)に収められ 

ている。『象林』および『确庵集」(『硬庵麋」に同じ。『四庫全書存目叢書」子部術数類所収) 

は中国科学院国家科学図書館所蔵。

(3) これらの書名は『雍正浙江通志』巻二四二「経籍二 経部下」・『光緒嘉興府志」巻八十「経 

籍一」，黄道周『榕壇問業』巻十七等にみえる。

(4) 馮錦栄2007 -篝忌浮2009 -王松木2013
(5) 鄭雅方「《元音統韻》音系研究」台湾中國文化大學中國文學研究所碩士論文2005年，陳丹玲 

「《皇極圖韻》之〈四声經緯圖〉音韻現象研究」有鳳初鳴年刊(台湾東呉大學中文系)第4期
2009年,蔡明芬「陳爺謨《皇極圖韻》音學研究」國立成功大學碩士論文2012年,彭于綸「陳聽 

謨音學思想之研究 以《皇極圖韻》和《元音統韻》爲主」國立高雄師範大學國文學系碩士論文 
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小稿もまた陳蓋謨の音韻書,特に『元音統韻』について,その原本である 

『皇極統韻』と比較検討するものである。『皇極統韻』と比較する前に,ま 

ずは『元音統韻』の構成および関連する書物等について説明しておくことと 

したい。

—『元音統韻』の構成

『元音統韻』は,同じ音韻の書である『皇極図韻』に比べ,公にされた時 

期が少し後れる。『皇極図韻』が明-崇禎五年(1632)自序であるのに対し,

『元音統韻』は清・康熙五十三年(1714)刊である。陳氏の生卒年から推せ 

ば,『皇極図韻』は在世中,しかも90余年とされる生涯の中では比較的若い 

時期に『皇極図韻』を著したことになり,そのことは巻首に「橋李後學陳蓋 

謨獻可著」とある「後學」の二字からも首肯できる。一方,『元音統韻』の 

方は没後に刊行された。潘応賓ならびに范廷瑚の序文に,陳蓋謨亡き後に上 

梓されたことが明記されており,同じく巻頭に「嘉興陳薑謨獻可甫定 三韓 

後學范廷瑚君重甫梓西冷後學薛泓漪亭甫較羅峯後學蘇盾若山甫較丄さ 

らに巻之三の始めにも「嘉興陳蓋謨獻可甫訂 同里門人胡邵瑛含一甫纂 三 

韓後學范廷瑚君重甫梓」と記されることから,陳蓋謨の没後,複数の縁の人 

が編纂等に関与したことに疑いを入れない。

小稿で底本とした『四庫全書存目叢書』所収の『元音統韻』二十ハ巻は, 

山東省図書館所蔵慎思堂刊本の影印で,巻頭は潘応賓の序(康熙四十七

(1708)年),次いで范廷瑚の序(康熙五十三(1714)年)・総目・陳蓋謨自序 

と続き,その後は巻一-二「通釈「巻三「検字 附類音」・巻四〜ハ「類 

音」，巻九~十八「統韻」・巻十九~二十「古韻疏」，巻二十一~二十二「唐 

韻疏」・巻二十三〜二十ハ「字彙補」となっている。つまり末尾に呉任臣

『字彙補』六巻が付録されており,実質上は二十二巻と考えられる。これに

2013 年。

(6) 『明遗民錄彙編』巻六引黄容『明遺民録』に「陳蓋謨…(略)…年九十,没於呉門。」,『南明 

史』巻九十三列伝第六十九儒林伝三「兪汝言伝」に「邑人陳藍謨…(略)…年九十余,篤好不 

倦」。

(7) 潘応賓序に「當先生書成時,年已垂耄,未獲剖测公世。…(中略)…嗚呼,迄今去先生纔三 

十年,而知者罕矣。…」とあり，在世中には公にされなかったことが分かる。

(8) 潘応賓,済寧(山東省済寧市)の人，康熙十八(1679)年進士,『明史」を編纂した。
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関して范序に,

…（略）…陳先生は大耋のお歳になっても,梓行せぬままお亡くなりに 

なった。幸い同郷の門人胡含一氏が先生の伝えるところ（の学問）を心 

得ており,さらに考究を重ねること三十余年,（先生の）学問の深奥を 

酌み取って参勘した。全部で五種,すなわち「通釈」「類音」「統韻」

「古韻疏」「唐韻疏丄これらは分けても合わせてもよいものである。惜 

しいことに胡先生もまた七十歳をこえ,長らく粤の地にとどまり,引き 

続き完成しようとしたものの,時に多くのことに阻まれ,志を抱きつつ 

も亡くなった。胡先生と私とは知友であったため，亡くなるその日に原 

稿等を渡され,事を成しとげるようゆだねられた。書を受け取った日に 

すぐ博学の士を招き,共に整理し編纂にあたり,門戸を閉ざすこと三年, 

幸いにも完成することが出来た。『字彙補』は仁和の呉任臣が編輯した 

もので,内容には三種あり,「補字」「補音義」「較譌」である。（『字彙』 

と同じく）やはり地支の十二集に分かち,『字彙』未収の字を補った。 

…（略）…

という。つまり,最後尾の巻二十三〜二十ハ『字彙補」については,范廷瑚 

が慎思堂より刊行する際に追加したもので,陳蓋謨が伝えた書には元来無か 

った部分であると分かる。序文等には『字彙補」を附した事由を明らかには 

しない。しかし,『元音統韻』巻三「検字」（実際には「検部」と「検字」） 

部分を見てみると,『字彙』の「検字」をほぼ踏襲したものであることが分

⑼呉任臣は生卒年未詳,名は志伊,号は托園,仁和（浙江省杭州市）の人。

（10） 髯忌浮2009も二十二巻として論じている。

（11） 『字彙』は明，梅膺祚（字は誕生,安徽宣城の人）撰。なお,宣城梅氏の文鼎（1633-1721） 
は『勿菴集」「送章潁叔歸山陰詩」に「七政有凌犯,逆留稱失行，今以數求之,良由軌道生, 

薄蝕詳九股,視差隨處更,踵事成密率，誰言古未精，未可忽天戒,三才同一情,兩法孰能兼， 

攜李有耆英,象林具古占,測量西術明,問津今非遥，嘉禾爾去程」と詠む（盛楓『嘉禾徴献 

録』巻四十六「陳盏謨」の注による（『続修四庫全書』所収本））。

（12） 范序「…（略）…陳先生壽臻大耋,未及梓就而歿。幸有同里門人胡含一深得其傳.復精研三 

十餘載,斟酌參考寶笥帙中。凡五種,日通釋,日類音,日統韻,日古韻疏,日唐韻疏,其書可 

分可合。惜胡先生亦年逾中壽,久客粵中,思繼成功,因時事多阻,齋志而歿。先生與余知交, 

卒之日將其傳窠畫付與余,嘱成其業。受書之日即延請宿儒,共爲輯理,纂集成編,閉戶三年, 

幸獲成功。其字彙補者乃仁和吳任臣所輯,其例凡三種,日補字,日補音義,日較譌,仍分地支 

十二集，以補字彙未有之字。…（略）…」

（13） この『字彙補』慎思堂本と彙賢齋本（康熙五（1666）年）とでは収録字数が異なる（李心 

2011参照）。
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かるし「類音」部分もまた『字彙』の注釈を削除したものである。そして 

「統韻」部分は『字彙』の注釈部分を簡略化し 巻二「通釈」にある「四声 

経緯図」の声母，韻母，声調の順番に並べかえたものである。したがって 

「類音」と「統韻」という『元音統韻』の主要部分がいずれも『字彙』を底 

本にして改編したものといえる。これについて,審忌浮200加398では,

陳蓋謨は『字彙』33,179字の注釈を全て削除し『統韻』の声・韻，調 

を代表させる四字を加え,新たな字書——『類音』を完成させた。その 

一方で『字彙』の214部を取りはらい,33,179字を訓釈とともに142韻部 

に編入させ,そうして明代韻書史上,訓釈が最も精確な大型韻書一

『統韻』を完成させた。陳蓋謨は筆墨を動かさずに『字彙』という一部

の書から二部の書を編み,かつ"広大精彳舉”という讃誉を得たのである。 

と批判している。確かに髯氏の指摘通り,陳蓋謨ら編纂にたずさわった者た 

ちは,全く新たな書を創り出したのではない。しかし,少しも筆墨を動かさ 

なかったというわけではなく,「統韻」では『字彙』の反切の多くを「四声 

経緯図」にあわせて更改した。その理由については巻一「通釈上」所収「省 

括図説」の最後に,

…(略)…ひとえにもとづいたのは『字彙』一書だが,その中には中原 

の反切が多い。努めてその反切を正したが,まだ(全てを)尽くせてい 

ないことを心配する。正音君子がこれを整え直してくれることをねがう。 

といっていることから推察できる。つまり,彼らの基準に沿って『字彙』の 

反切を「正した」のであり,この反切の更改こそ,『元音統韻』の特徴を示 

していると考えられるが,これについては別に稿を用意したい。

このように,『元音統韻」の大部分を占める「統韻」「類音」が『字彙』に 

もとづいていることから,范廷瑚は公刊の際に『字彙補』を附したのであろう。

次に,「古韻疏」と「唐韻疏」であるが,篝忌浮2009が看破したように,

(14) ただし若干の異同がある。『字彙』(万暦四十三(1615)年成書)は康熙二十七(1688)年霊 

隠寺刻本(上海辞書出版社影印1991年)を用いた。

(15) 『元音統韻』と『字彙』の関係については,髯忌浮2009が92〜!3399に詳しい。

(16) 潘序(『中庸』「致広大而尽精微」による)。

(17) 「四声経緯図」とは『皇極図韻』所収「四声経緯図」を編みなおしたものである。

(18) 「…(略)…但本之字彙一書,内多中原音切。雖力正之,猶恐未盡。尚頼正音君子釐剔之焉」。 

「正音君子」は未詳。
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図一 古韻疏（宮内庁図書寮文庫本） 図二 同文鐸（早稲田大学本）
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『同文鐸』に依拠したものである。『同文鐸』は呂維祺『音韻日月燈』全六 

十四巻の中に収められており，「古韻疏」はその「古韻」部分を，「唐韻疏」 

は「今韻」部分を，それぞれ抽出して並べ替えたものである。抽出する際に,

『同文鐸』の注釈を短縮し,「統韻」と対応するよう独自の注記を挿入して 

いる。その注記とは具体的には「古韻疏」では「統韻」における声調・韻 

目・声母をあらわす記号である（図ーと二を参照）。「唐韻疏」においても 

「古韻疏」とは方法が異なるものの,同様の注を施してい署。つまり,「古 

韻疏」「唐韻疏」の音注も「統韻」と繋がる形式となっており,全体として

『元音統韻』という書は「統韻」部分を核として他の部分も構成されている 

ことが分かる。ところで,この核となる「統韻」部分は『五車韻府』という

（19）呂維祺，字は介儒,号は豫石,新安（河南省洛陽市）の人。万暦四十一（1613）年の進士。 

如 反切は『同文鐸』のものをそのまま用いる点，「統韻」とは異なる。なぜ反切を更改しなか 

ったのかについても別に論じたいと思う。

（21）ちなみに宮内庁図書寮文庫のI'古唐韻疏』全三冊は光緒丁丑年（1877）刊の慎思堂本で 

（「丁丑新刊 鴛湖陳獻可先生訂 古唐韻略 愼思堂藏板」となっている）,陳氏の「題古韻 
疏」「題唐韻疏」と「目録」のみがあり序はないが，「題古韻疏」「題唐韻疏」のそれぞれの版 

心に「古韻疏叙」「唐韻疏叙」と記し，これが序にあたる。「古韻疏」上下订唐韻疏」上下の 

計四巻,実際には一冊目の末尾に「題唐韻疏」が付されており,一冊目が「古韻疏」上下と

「題唐韻疏丄二冊目が「唐韻疏」上（総目録・目録・上平声・下平声・上声），三冊目が「唐 
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書名でも刊行された。中国人民大学図書館に蔵される『五車韻府』は,『元 

音統韻』の潘序を掲げるが范序はない。書中の「統韻」の二字を努めて「韻 

府」に改めるが,版心に「元音統韻」および「慎思堂」という文字がそのま 

ま残され,玉衡堂から出版され招。のちさらに『五車韻府』は,モリソンに 

より華英字典として書きなおされ,出版されている。

以上みてきたように,『元音統韻』二十八巻から巻二十三〜二十ハの『字 

彙補』を除けば,実質二十二巻であり,そのうち,巻三〜ハの「検字」「類 

音」部分は「統韻」を検索するためのいわば索引である。そして巻十九~二 

十二の「古韻疏」「唐韻疏」は,『同文鐸』を分けて「統韻」に対応させる注 

記を加えたにすぎない。要となる巻九〜十八の「統韻」部分は『字彙』所収 

の文字を韻書のような配列一具体的には巻二「通釈」所収の「四声経緯 

図」の順に並べかえたものである。そしてこの「統韻」部分はおそらく,当 

時,盛行の『字彙』の韻引き字書として簡便であったため,『五車韻府』と 

して分けて出版されたのであろう。これらを除いた残りの巻一とニ,すなわ 

ち「通釈」の部分だけが『元音統韻』のオリジナルといえるであろう。

二『皇極統韻』について

河南省図書館に陳蓋謨著『皇極統韻』という書物がある。管見の限りでは 

孤本であるが,残念なことに完本ではない。『皇極図韻』一巻と同じ函帙に 

収められ,計三冊である。一皇極図韻』の方は「皇極圖韵一希崇禎菜本 

丙子閏三月臨軒收貽 適齋臧」と記され,また別に「确庵茸集 皇極圖韻」 

とあり，その横に「鄴城許氏 三證 舊臧 福鼐記」「陳氏箸有皇極均統書,

韻疏」下(目録・去声・入声)に分たれる。同版と思われるものが台湾中央研究院傅斯年図書 

館にあり,こちらは全五冊である。

(20乾隆壬午(1762)年増刪本。香港大学馮平山図書館目録にも同じテクストがある。首都師範 

大学図書館の蔵書!38ではモリソンの著と混同されているが,実際は陳氏の『五車韻府」が蔵 

される。

㈣「古韻疏」「唐韻疏」を独立させて刊行した意図は未詳。

(24)適齋は武福鼐(1900-1982)の号。字は慕姚,河南省博物館の文物顧問。家蔵の書籍等を河 

南省図書館へ寄贈した。なお，丙子は1936年。

苗)「确庵茸集」は未詳。『伝是楼書目」史部簿録に「陳護謨确庵茸集目録抄一本」とある。

漪許三禮(1625-1691).字は典三,号は酉山,順治辛丑(1661)年進士,鄴城(河南省安陽 

市)の人。 
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臣潔躬先生徴海内,好事者分刻之,刻數巻未竟功而罷。惜哉,印本絶少」の 

注がある。また,「四声経緯図」の欄外に朱で「聲於四十餘年前所刊,今統 

韻小有更定,不可讀此。」と書かれている。

一方，『皇極統韻』全二冊の方は存在そのものがあまり知られないが,『元 

音統韻』の原書と考えられ,『元音統韻』の成り立ちを考える際には看過で 

きない。

一冊目の封面には「皇極統韵 通釋 未完之書 順治十八（1661）年刻 

本」とあり,「此書為時賢分刻,故未竣功,刻成者僅此數種,可惜也。適 

齋題」と記す。次葉には,以下の墨筆がある。

皇極統韻一巻引總目通釋

三巻類音未全書

すなわち,こちらは巻ーと巻三しか遺されておらず,合して一冊となってい 

ることが示されている。さらに一葉めくると「ネ雋李陳确庵定 皇極統韻」と 

あり,その左に手抄の注があるが,誰の筆であるかは明らかでな议。「引」 

とは巻頭に収められる曹溶の「徴刻皇極統韻引」を指す。「引」のあとには, 

実際には「姚宗典序」があり,こちらは「辛丑」（上記の順治十八年）であ 

る。『四庫禁熾書叢刊』所収『求是堂文集』（文徳翼著）巻之二に「皇極統韻 

序」があるが,河南省図書館『皇極統韻』には収められない。次の「陳蓋謨 

自叙」の内容はだいたい「元音統韻序」と同じだが,「元音統韻序」三葉表 

から裏にかけての「毫無矯強于其間也。憶焦弱侯之言日…」のうちの六字

创 曹溶（1613〜1685）,字は潔躬,号は秋岳または花尹,別に倦圃,金陀老圃。陳蕊謨と同じ 

嘉興府秀水県の人。崇禎十（1637）年進士。蔵書家として知られ,書斎は静惕堂。

この『皇極図韻』は『四庫全書存目叢書』所収本の底本である。句読点は筆者による。

（29『四庫全書存目叢書』所収本にこの朱筆はない（句読点は筆者）。朱筆の主は不明だが,『皇 

極図韻』が崇禎五年（1632）自序であるから,四十数年後すなわち康熙間に記されたものであ 

ろう。

網注には「是刻韻包萬籟,字盡古今，音宗唐盛,剔發人所同然，開端本諸邵子。日通釋,晰其 

原,創其法,昭其義,備其例也。日類音，列偏旁也。日統韻,貫四聲也。疏篆法疑似,疏隸畫 

俗譌,又疏古韻唐韻元韻,以便詩曲…」云々とある。武福斛の手によるものか。

（31）引には崇禎三（1630）年に陳蓋謨が師の黄道周と易学について語り合ったことが記されてい 

るが,弓［自体が書かれた年は不明。

姚宗典,字は文初,長洲の人。崇禎壬午（1642）年孝廉。呉門の耆碩と称される。

絢文徳翼,字は用昭,号は石室または燈巌道人,九江徳化（江西省九江市）の人。崇禎七 

（1634）年進士。文徳翼は陳薑謨『象林』にも「題」を書いている。
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「矯強于其間也」の代わりに別の文章が存在する。『皇極統韻』自叙にも年 

月を表すことばはないが,「元音統韻序」では削られた部分の文章は,姚序 

の示す1661年前後に記されたのであろうと思われる記述があ署。以上から, 

この河南省図書館にある『皇極統韻』は陳蓋謨の存命中に刊行された（ある 

いは刊行する予定で記された）可能性が極めて高い。

さて,もう一冊の封面は,

皇極統韻正隸疏

次頁は「ネ雋李陳礪庵定 正隸疏」とあり,やはり手抄の注記がある。この 

「正隸疏」は,

上元李登箸 嘉興陳蓋謨授 秀水張九錫疏 呉江沈應瑞較

であり,厳密には陳蓋謨の著作とは言いがたい。『元音統韻』における『字 

彙補』と同じく,別の著者のものが組み入れられたと考えられる。このよう 

に『皇極統韻」の全二冊は,うち一冊が李登の著書ということになる。

三『皇極統韻』と『元音統韻』の比較

本章では主に『皇極統韻』と『元音統韻』の全体の構成について詳しくみ 

ていきたいと思う。

両書の構成を分かりやすくするため,総目に書かれた所載内容を比較表 

（表一）にまとめ，掲げておく。

糾）『皇極統韻』では「毫無“段於造作者也。余留心此道三十餘年,將謂造化斯民不負天付此知 

識尔。今老矣,ロ齒疎豁,耳目迷茫，手足頑頓,奚容塵篋聽其淪胥已也。回因付梓人以公於世, 

後必有鼓舞興起，是其所是,非其所非,出而善世，如余者”憶“史氏”焦弱侯之言日…（以下 

『元音統韻』に同じ。ただしこれよりあとの三葉裏七行目「元音統韻」もむろん「皇極統韻」 

となっている。また版心は「自叙」〇）」。陳氏が最初に出版した音韻書である『皇極図韻』 

（1632年）の構想および執筆時期より数えれば,三十余年後の順治十八（1661）年はぴたりと 

符合する〇

阴注は「此種尚完,此册与通釋一冊,皆爲臨軒收貽適齋記」。

的李登,字は士龍,号は如真，上元（南京市）の人。書家としても著名。また著に『書文音義 

便考私編』がある。『字彙』附録「韻法横図」の著者李世澤の父。

的沈應瑞,字は聖符，号は介軒,江南呉江（蘇州市）の人。秀水の張九錫,字または号は御加, 

その他は未詳。
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表 『皇極統韻』『元音統韻』総目比較一覧表

『皇極統韻』二十四巻 『元音統韻』二十ハ巻

曹溶引（半葉五行行十字） 潘應賓序（半葉五行行十字）

姚宗典序（半葉ハ行行十八字） 范廷瑚序（半葉六行行十二字）

陳叢謨自叙（半葉十行行二十二字） 總目

皇極統韻總目 陳蓋謨元音統韻序（半葉九行行二十字）

皇極統韻目録 通釋目録

巻一通釋上

釋原凡三十四條

①聲音②皇極③統韻④類音⑤五 

音⑥二變 ⑦三十六字母 ⑧三十六韻 

母 ⑨標領七音⑩條貫七音⑪三十六 

母清濁 ⑫三十六母清濁圖 ⑬七音清濁 

⑭七音清濁圖⑮文字聲音祖⑯四聲經 

緯⑰四聲經緯圖 ⑱唱和 ⑲五音省括 

圖 ⑳省括圖説 ㉑貞下起元 ㉒字必三 

合㉓七音發氣㉔七音正聲㉕七音收 

和㉖輕㉗字有三合曲有四合㉘六書 

㉙指事㉚象形㉛形聲㉒會意協轉 

注假借

釋法凡三十五條

①統韻名目②聲音一③韻目二④標 

領三⑤經緯四⑥韻綱五⑦同等六 

⑧條貫七⑨韻母ハ⑩鼓舞九⑪三合 

十 ⑫字母十一 ⑬歸母十二 ⑭聲音祖 

十三⑮歸祖十四 ⑯唱和十五⑰省括 

十六⑱初學次第⑲調四聲一⑳習唱 

和二㉑審字母三㉒熟經緯四㉓會衆 

簌五㉔口授捷要㉕授韻母一㉖授平 

韻二 ㉗授條貫三 ㉘授字母四 ㉙授轉 

音五㉚授唱和六㉛授韻綱七㉒授音 

祖ハ㉓辨字母ハ條㉔ハ口五音生克 

㉕廣華嚴字母

巻一通釋上

釋原凡二十七條

①聲音②統韻③類音④五音 ⑤二 

變⑥三十六字母⑦三十六韻母 ⑧標 

領七音 ⑨條貫七音 ⑩三十六母清濁 

⑪三十六母清濁圖 ⑫七音清濁 ⑬七音 

清濁圖 ⑭文字聲音祖 ⑮四聲經緯 ⑯ 

陰陽交互切法 ⑰四聲經緯圖 ⑱唱和 

⑲轉音省括圖 ⑳省括圖説 ㉑貞下起元 

㉒五音辨㉓字必三合㉔七音發氣㉕ 

七音正聲 ㉖七音收和 ㉗論字神

釋法凡三十五條

①韻名目 ②聲音一 ③韻目二 ④標領 

三⑤經緯四⑥韻綱五⑦同等六⑧ 

條貫七 ⑨韻母ハ ⑩鼓舞九 ⑪三合十 

⑫字母十一⑬歸母十二⑭聲音祖十三 

⑮歸祖十四⑯唱和十五⑰省括十六 

⑱初學次第⑲調四聲一⑳習唱和ニ 

㉑審字母三㉒熟經緯四㉓會衆簌五 

㉔口授捷要㉕授韻母一㉖授平韻二 

㉗授條貫三㉘授字母四㉙授轉音五 

㉚授唱和六㉛授韻綱七㉒授音祖ハ 

㉓辨字母ハ條㉔ハ口五音生剋廣華 

嚴字母

（欠）巻二通釋下 

釋義釋例

巻二通釋下

釋義釋例附稽往書斷

巻三 検字 附類音 部首ーニ三畫 巻三 検字 附類音 藝

（欠）巻四類音01 巻四類音寅集卯集
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（注1）下線部分は名称が異なるもの

（注2）ゴシック体は対応する項目がみあたらないもの

（注3）〇囲いの数字は筆者が便宜的につけた

（欠）巻五 類音 五六畫 巻五 類音 辰集 巳集

（欠）巻六 類音 七畫至十七畫 巻六類音午集未集

巻七類音申集酉集

巻ハ類音・竝亥集

（欠）巻七統韻平聲一衷至五複 巻九統韻平聲一公至五埜

（欠）巻八 統韻 平聲六乖至十七還 巻十 統韻平聲六乖至十六閒

（欠）巻九 統韻 平聲十八先至廿三戈 巻十一統韻 平聲十七關至二十ハ^庚

（欠）巻十 統韻 平聲廿四陽至卅六覃 巻十二 統韻 平聲二十九京至三十六甘

（欠）巻十一統韻 上聲一董至十七皖 巻十三 統韻 上聲一饋至十六柬

（欠）巻十二 統韻 上聲十八銃至卅六感 巻十四 統韻 上聲十七損至三十六感

（欠）巻十三 統韻 去聲一送至十七患 巻十五 統韻 去聲一貢至十六諫

（欠）巻十四統韻去聲十八霰至卅六勘 巻十六 統韻 去聲十七慣至三十六紺

（欠）巻十五 統韻 入聲一屋至十七刮 巻十七 統韻 入聲一谷至ハ骨

（欠）巻十六 統韻 入聲十八屑至卅六合 

附刪字

巻十八統韻入聲九格至二十閤

（欠）巻十七正篆疏

巻十八正隸疏（李登著）

（欠）巻十九 古韻上 平上聲 巻十九古韻隧上平上聲

（欠）巻二十 古韻下 去入聲 巻二十 古韻麵下 去入聲

（欠）巻二十一唐韻上 平上聲 巻二十一唐韻跪上 平上聲

（欠）巻二十二 唐韻下 去入聲 巻二十二 唐韻麵下 去入聲

（欠）巻二十三曲韻上東鍾至桓歡

（欠）巻二十四曲韻下先天至廉纖

巻二十三字彙補（呉仁臣著）子集 

丑集

巻二十四 字彙補 寅集 卯集

巻二十五 字彙補 辰集 巳集

巻二十六 字彙補 午集 未集

巻二十七字彙補申集酉集

巻二十八 字彙補 戌集 亥集
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表ーから分かる『皇極統韻』と『元音統韻』の相違点として,まずその構 

成が挙げられる。『皇極統韻』には漢字の成り立ちゃ字体に関わる項目（巻 

ーの㉗〜㉓ならびに巻十七，十八）が収められていた（あるいは収められる 

予定であった）ようであるが,『元音統韻』では削られている。また,『皇極 

統韻』には巻二十二，二十三に「曲韻」があるのに,『元音統韻』には無い。 

すなわち陳蠡謨在世中の『皇極統韻』と没後刊行された『元音統韻』とでは 

中身がかなり異なっており,総目をみた限りでは，『皇極統韻』の方が内容 

は文字の形と音の両方を含み,さらに古韻から今韻にいたる三段階を示すと 

いう壮大な計画が立てられていたと思われる。

また校定者も異なっており,『皇極統韻』巻一「通釈」部分は「嘉興陳蓋 

謨定 秀水兪汝言較丄巻三「類音」部分には「嘉興陳蓋謨定 平湖陸滉較」 

とあり,胡邵瑛（胡含一）の名はな^。なお兪汝言の名は,引を記した曹溶 

とともによく朱彝尊『経義考』にみえる。また,上の一章でみたように,

『元音統韻』において要となる「統韻」部分は,その韻目が『皇極統韻』と 

ほとんど異なっている。このことは実は『皇極統韻』巻三の「類音」にも表 

れている。

巻三の「検字 附類音」を見てみると,『皇極統韻』「検字」の前には実際 

には「目例」があり,韻目等が列挙されている。この韻目は表一に示した欠 

けている巻七〜十六の「統韻」部分の韻目と,おそらく対応するものである 

と想定され,これら韻目は明らかに『元音統韻』の巻八〜巻十八の韻目とは 

合致せず,むしろ『皇極図韻』に近い。比較のため,『皇極図韻』「四声経緯 

図」の韻目・『皇極統韻』巻三所収の「目例」に示される韻目・『元音統韻』 

「統韻」の韻目を掲げる（表二）。

（38兪汝言,字は右吉,嘉興秀水の人。著に『春秋平義』十二巻『春秋四伝糾正』一巻があり， 

『春秋平義』を脱稿した康熙丙辰（1676）の夏に『春秋四伝糾正」を執筆し,のちに失明し六 

十六才で没した。平湖（浙江省嘉興市。昇級して現在は平湖市）陸滉は未詳。

39）朱彝尊,字は錫皀，号は竹览または駆芳，嘉興秀水の人。康熙十八（1679）年博学鴻詞ー等。 

呉任臣は同年同科二等。
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表二 『皇極図韻』『皇極統韻』『元音統韻』の韻目対照表

『皇極図韻』 『皇極統韻』 『元音統韻』

平 上 去 入 平 上 去 入 注記 平 上 去 入

一 東 董 送 屋 東 董 送 屋 公 頓 貢 谷

二 冬 腫 用 燭 咎 腫 用 燭 ネ弓 供 供 菊

三 支 紙 眞 質 支 紙 盧 質 附

貲子恣

乩

附姿

紀 

附子

記

附恣

士

四 齊 蕃 霽 櫛 魚、 語 遇 燭 二見 居 矩 句 橘

五 魚 語 遇 燭 模 姥 暮 屋 二見 姑 古 固 刮

六 模 姥 暮 屋 乖 扌另 卦 刮 乖 拐 怪 葛

七 乖 扌另 卦 刮 宙 海 泰 曷 垓 改 蓋 戛

八 卩台 海 泰 曷 皆 蟹 邂 轄 皆 解 介 骨

九 皆 蟹 邂 轄 灰 賄 隊 末 癸 桂 格

十 灰 賄 廢 末 眞 軫 震 質 二見 巾 沓 靳 估

十一 眞 軫 質 諄 準 駿 橘 均 據 結

十二 文 吻 問 物 文 吻 問 物 昆 袞 棍 玦

十三 混 恿 沒 恩 懇 恨 陌 根 贖 艮 角

十四 寒 日. 翰 曷 寒 日 翰 曷 二見・ 干 秆 幹 各

十五 桓 換 末 桓 緩 換 末 二見 官 瑁 郭

十六 删 產 諫 轄 删 產 諌 轄 二見 閒 柬 諌 國 

附鄭

十七 還 皖 串 刮 還 皖 患 刮 二見 關 慣 給

十八 先 銃 霰 屑 先 銃 屑 堅 線 見 莢

十九 元 阮 願 月 元 阮 願 月 涓 卷 眷 甲

廿 蕭 小 嘯 藥 蕭 小 嘯 藥 交 皎 敎 閤

廿一 豪 皓 號 鐸 豪 皓 號 鐸 高 稿 土

廿二 歌 醤 箇 鐸 歌 欝 箇 鐸 二見 歌

附戈

帶

附果

个

附過

廿三 戈 果 過 郭 戈 果 過 郭 江 港 絳

廿四 陽 養 漾 藥 陽 養 漾 藥 二見 光 

附岡

廣 

附航

ネ光 

附爛

廿五 光 廣 枕 郭 光 廣 ネ光 郭 二見 瓜 寡 掛

廿六 唐 蕩 宕 鐸 唐 蕩 宕 鐸 家 賈 架
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（注1）各書の韻に付けられた番号順に韻目を並べたもので，韻分類の対応関係を示すもので 

はない。

（注2）『元音統韻』の入聲のみ韻目数は二十。

廿七 麻 馬 碼 轄 麻 馬 〇 刮 三見附 

家檀駕轄

迦 

附韩

者 蔗

廿ハ 遮 者 蔗 屑 遮 者 蔗 屑 二見附 

轉〇〇月

庚 梗 更

廿九 庚 梗 靜 陌 庚 梗 靜 陌 二見 京 景 敬

卅 靑 靜 敬 昔 靑 靜 敬 斤斤 三見 肱 

附扃

礦 

附潁

轟 

附象

卅ー 肱 礦 詠 獲 肱 磺 詠 獲 附

緬潁詠即

鉤 苟 娠

卅二 傑 厚 候 屋 俟 厚 候 陌 三見 利 九 灸

卅三 尤 有 宥 燭 尤 有 宥 屑 三見 今 錦

卅四 侵 寝 沁 緝 侵 寝 沁 緝 兼 檢 劍

卅五 感 勘 厶 鹽 琰 艶 葉 械 銭 鑑

卅六 鹽 琰 艶 葉 感 勘 厶 甘 感 紺

三書とも韻目を入声以外は三十六という数に揃えようとしており,また声 

母も三十六字母を踏襲している。『皇極統韻』「目例」の韻目は巻一「通釈」 

所収の「四声経緯図」中に示された韻目と合致しており,また『元音統韻』

「統韻」韻目も所収の「四声経緯図」の韻目と同じである。『元音統韻』の 

韻目の方は全て見母字に統一され,「四声経緯図」の最初が韻目と同じにな 

るよう更改されている。『皇極統韻』の三十六字母は,基本的には伝統的な 

三十六字母と同じであるが,用字が異なっており,「澄」母は「澈」字,「娘

（孃）」母は「淒」字に換えられている。その理由として,このように説明 

する。

「澄」は俗な書体であるから,正字の「澈」に改める。「孃」はもとも 

と「漂」と同音であるが,世のひとびとは「疑」母とは異なる音に読み,

「泥」母と同じ発音に読むので,正音の「漂」字に改めて,きちんと区 

別した方がよい。

（4〇）「澄係俗書,改激得正字。孃本同滾音,世人不讀同疑母,則讀同泥母,改滾得正音,宜細 

辨。」（『皇極統韻』巻一通釈上「三十六字母」）。この文は『元音統韻」巻一通釈上「三十六字 

母」にはみえない〇
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『広韻』では「漂」字は「汝陽切」（平声・陽韻-開口，三等，日母）であ 

る。上文をみる限りではどうやら日母と疑母・泥母の混同がみとめられるが,

『元音統韻』では「淒」字がことごとく「孃」字に改められている（「激」 

字はそのまま生かされている）。

次に,韻についてみてみよう。『皇極統韻』においては,『皇極図韻』で分 

かれていた「支」と「齊」の韻が合併されたことが大きな特徴といえよう。 

その代わりに「諄」韻を独立させている。しかし その他の韻においても実 

際には二つの韻を「附」という形で一つの韻へ合併させており,三十六とい 

う数は保ったのは,術数学に詳しい陳蓋謨のこだわりであろう（たとえば

「支紙眞質 附貲子恣」「麻馬襦刮 附家檀駕轄」など）。この方式は『元音 

統韻』へと受け継がれ,『皇極図韻』『皇極統韻』とも分かれていた「戈」，

「唐」の二韻を,『元音統韻』ではそれぞれ「歌「「光」韻に附属させてい 

る。その代わりに「麻」韻から「瓜」韻を独立させ,また新たに「械」韻を 

設けた。このように韻と合併したり分けたりしながらも,あえて三十六とい 

う数を守ろうとしていることが分かる。ただし入声だけは大幅に数を変更し 

二十韻へと縮小している。

ところで,上で『元音統韻』では韻目が見母字へと更改されたと述べたが, 

実は『字彙』附録の「韻法直図」も,その目録に示す韻目は全て見母字に統 

ーしている。つまり，ここでも『元音統韻』の方は『字彙』の影響を色濃く 

受けているといえよう。

四むすびに

残念なことに「皇極統韻』に欠巻が多い以上,遺っている三巻（うち一巻 

は李登著であるため実質は二巻）より推察するしかないのだが,そのわずか 

な中からも陳薑誤が『皇極図韻』を発展させ,字の成り立ちゃ書体,そして 

古今の音韻を統合した『皇極統韻』を著そうとしたことは看取できる。ただ 

し『皇極統韻』は,おそらく陳蓋謨自身の手によってはすべて完成されるこ 

とはなかった。遺志を受け継いだ者一-特に近しい胡邵瑛が中心となり,陳 

氏亡きその後に『元音統韻』として補完し,世に送り出した。補完する際に

（41）『集韻』には蕩韻に「淒乃朗切」（泥母）がみえる。 
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胡氏らが大いに利用したのが『字彙』であったため,結果的に『元音統韻』 

の中心となる「統韻」部分は『字彙』の焼き直しのような形となり,廨氏の 

批判を受けることとなった。また,「古韻」「唐韻」の両部分は『同文鐸』に 

依拠し,「曲韻」部分は削除した。削除した理由は不明ではあるが,これに 

ついてはまた稿をあらためて論じたいと思う。
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